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　従来の設計標準では，地震時等において鋼橋や合成桁の転倒
に対する照査が定められている。この照査は，地震時等に桁や
列車に作用する水平力による転倒モーメントや列車の総重量及
び浮上り防止工等の抵抗力から求まる抵抗モーメント以下であ
ることを確認することによる。近年，大規模地震を想定した設
計標準の適用により，桁の転倒方向への作用力は増加傾向にあ
る。その結果，上路桁のような重心の高い鋼桁では転倒に対す
る照査が厳しくなっているのが現状である。そこで本研究では，

橋桁の転倒の照査を支点部からの浮上りと橋桁の転倒の2つに
区別し検討を行い，橋桁が支点部から浮上りを生じやすい条件
の整理や簡易解析モデルを用い時刻歴応答解析と従来の照査法
との比較を行った。その結果，従来の照査法に比べ，簡易解析
モデルを用いた時刻歴応答解析の有効性が明らかとなった。こ
れらを踏まえて地震時の橋桁の転倒照査法について照査フロー
を新たに示した。

（鉄道総研報告，2009年5月号）

Start

2

End

NG

OK

NG

NG

OK

OK

OK

NG

図2　橋桁の地震時の転倒照査フロー図1　簡易解析モデル


